様式第1号　　　　
助成金交付申請書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　　年　　月　　　日
いづも財団　理事長　　様
住　　所　〒　　　　　　　　　　　　　　　
電話番号
　　　　　　　　　　　　　申請者　氏名又は団体名及び代表者氏名（ふりがな）
	印
	事務取扱者氏名
	（ふ　り　が　な）
	連絡先
	〒

	
	
	電話番号
	

	
	
	メールアドレス
	


次のとおり申請します。
	助成年度
	令和
年度
	助成金の種類
	　

	助成事業の名称
	　

	助成事業の目的及び内容
	　

	いづも財団に助成金を申請した理由
	

	助成事業の経費総額
（うち自己資金額　円）
	円
（自己資金額　　　　　　　　　　　　　　円）

	希　望　助　成　金　額
	円

	施行場所（必要の場合）
	　

	助成事業の着手・完了年月日(予定)
	　


　添付書類　　1　事業計画書　　　2　収支予算書　　　3　その他

【参考例】　　　助成金交付申請書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年７月６日
いづも財団　理事長　　様
住所　〒　699－0701　出雲市大社町杵築東△△番地　
電話　0853－53－××××
申請者　大社歴史民俗研究会　会長　　出雲 (いずも)　太郎 (たろう)　　　印
	事務取扱者氏名
	
大和　二郎
	連絡先
	〒699－0721　出雲市大社町修理免△△番地

	
	
	電話番号
	0853－53－××××

	
	
	メールアドレス
	123gogo＠####.##.jp


次のとおり申請します。
	助成年度
	令和３
年度
	助成金の種類
	「出雲」文化の探求

	助成事業の名称
	『出雲大社参詣道の変遷と杵築町』の出版事業

	助成事業の目的及び内容
	これまで３年間をかけて出雲大社参詣道の変遷や杵築町の推移を書籍や実地踏査により明らかにしてきたが、研究成果を多くの市民に知らせるために著書にまとめ出版する。

	いづも財団に助成金を申請した理由
	本会は、会員からの会費と寄付金とで運営しているが、著書出版ともなると、経費が嵩む。会費と寄付金、売上金だけでは予算的に出版が難しいので、貴財団からの助成を切にお願いする。

	助成事業の経費総額
（うち自己資金額　円）
	　　　　　　　７００，０００円
　　（自己資金額　５００，０００円）

	希　望　助　成　金　額
	　　　　　　　２００，０００円

	施行場所（必要の場合）
	　

	助成事業の着手・完了年
月日（およその予定）
	　令和３年１０月１日
　　　　　　　　　～令和５年９月３０日（最長）


添付書類　　1　事業計画書　　　2　収支予算書　　　3　その他


【事業計画書の参考例】

『出雲大社参詣道の変遷と杵築町』の出版事業計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大社歴史民俗研究会
１　事業の目的
　　大社歴史民俗研究会（事務局：出雲市大社町、会員３０名）は、平成１０年の研究会発足以来、今日まで２３年の長きにわたって大社町内外の歴史、民俗などについて研究を重ねてきた。今回はこれらの研究成果を踏まえ、出雲大社参詣道の変遷と門前町の推移を著書にまとめて出版し、会員はもとより広く江湖に問うことを目的とする。

２　著　書
①　著書名『出雲大社参詣道の変遷と杵築町』
②　体裁：Ａ５判　ソフトカバー　約１２０頁
③　発行部数　５００部　（図書館等へ献本２００部、販売３００部）
④　執筆者　大社歴史民俗研究会会員及び外部執筆者
⑤　編集　　大社歴史民俗研究会編集部
⑥　目次案　後述

３　事業日程
1 令和３年10月　第１回編集会議開催（事業計画の詳細決定）
2 令和３年12月　第２回編集会議開催（執筆者の決定）
　　　以後、２ヶ月に１回のペースで編集会議を開催し、進捗状況の確認
3 平成５年４月　原稿を印刷所に送付。その後、校正作業４回。　 
4 平成５年７月　出版、図書館等への送付作業

４　目次案　『出雲大社参詣道の変遷と杵築町』（著書名）
　
序　章　プロローグ　　　　　　　　　　　　　　　………　５頁

第１章　絵図・地図から見た参詣道の変遷　　　　　………２５頁
	１　鎌倉期の参詣道
	２　戦国期の参詣道
	３　江戸後期の参詣道
	４　明治期の参詣道
	５　大正期の参詣道
第２章　門前町杵築の発展と参詣道　　　　　　　　………４０頁
　　　１　中世の大社参詣と御供宿
	①出雲地域の宗教センター杵築
②山陰地域屈指の商業都市
	③御供宿と経営者たち
	④遠隔地からの参詣者
	⑤杵築法度による規制
	
　　　　２　出雲信仰の全国展開と参詣者の増加　　　　
	①神在月と縁結び信仰
	②日本勧化と出雲御師の活躍
	③「講」による団体参詣者
	④杵築町域の拡大と修理免歓楽街
	⑤杵築富くじ興行とその経済効果
	⑥出雲大社を訪れた人々

第３章　大社観光の発展と参詣道　　　　　　　　　………４０頁
	１　大社駅舎の建設と新たな参詣道
	①汽船の発達と新たな参詣道
②ヘルンの来た道
	③大社駅舎の建設と神門通り・駅通りの建設
	④一畑電鉄の開通と神門通りの形成

	２　進む観光開発　　　　　　　　　　　　
	①出雲阿国を活かした観光開発
	②海水浴場と稲佐浜の整備
	③近代劇場の建設
	④旅館・土産物店のサービス
	⑤交通機関の発達と増えてきた観光客

　　　　　　　（下　略）






【収支予算書の参考例】
　　　『出雲大社参詣道の変遷と杵築町』の出版事業

	費　　　　目
	金　　　　額
	備　　　　　　考　　　　　　　　　　　

	会　　　費　
	１５０，０００円
	5,000円×30名＝150,000円

	寄　付　金
	５０，０００円
	10名

	書籍売上代金
	３００，０００円
	1,000円×300冊＝300,000円

	　助　成　金
	２００，０００円
	いづも財団から

	　　　　計
	７００，０００円
	


（収入の部）


（支出の部）
	費　　　　目
	金　　　　額
	備　　　　　　考　　　　　　　　　　　

	編集会議資料印刷費等
	　 ５０，０００円
	会場費、コピー代等

	地図購入費
	　 １０，０００円
	

	原稿執筆料（謝金）
	５０，０００円
	外部執筆者10,000円×５名

	書籍印刷費
	５６０，０００円
	いづも財団から200,000円

	郵送費等
	　 ３０，０００円
	

	　　　計
	７００，０００円
	



注）収入合計額と支出合計額が一致していること！
注）助成金から「謝金」「飲食費」や個人所有になるもの（「書籍」など）への支
出は認めない。
注）「備考」欄に、いづも財団からの助成金をどの費目に充当したか明記する。






	
様式第4号
助成事業実績報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　　年　　月　　日
　　いづも財団　理事長　　　様
	
助成事業者　
	住所
電　話　番　号
	　

	
	氏名又は団体名及び代表者氏名
	
　　　　　　　　　         
 ㊞


　いづも財団助成金規程第11条の規定により、次のとおり報告します。
	決定通知年月日
	年　　月　　日
	決定通知番号
	第　　　号

	助成年度
	年度
	助成金の種類
	　

	助成事業の名称
	　

	助成事業の施行場所
	　

	着手年月日
	年　　月　　日
	完了年月日
	年　　月　　日

	助成事業の経費精算額
	円

	助成金の交付決定通知額
	円

	助成金の既交付額
	円

	助成事業の経過及び内容
	　


　添付書類
　　1　収支決算書
　　2　完成写真(工事施行の場合)
　　3　その他
様式第6号
助成金交付請求書
令和　　年　　月　　日
いづも財団　理事長　　　　様
	
助成事業者　
	住所
電　話　番　号
	　

	
	氏名又は団体名及び代表者氏名
	
　　　　　　　　　        ㊞


　いづも財団助成金規程第13条第2項の規定により、次のとおり請求します。
	決定通知年月日
	年　　月　　日
	決定通知番号
	第　　　　　号

	助成年度
	年度
	助成金の種類
	　

	助成事業の名称
	　


	助成金の
	交付決定通知額
交付確定額
	円
円

	助成金の既交付額
	年　　　月　　　日交付　　　　　　　　　　　　円
年　　　月　　　日交付　　　　　　　　　　　　円
計　　　　　　　　　　円

	今回交付請求額
	円

	未交付額
	円

	添付書類
	　１　助成金交付決定通知書又は助成金等確定通知書の写し
　２　請求額内訳書
３　領収書
　４  振込先（名義、金融機関、口座番号）





